
人間ドック健診施設機能評価 Ver.4 総合評価  

施設名：東日本電信電話株式会社  NTT 東日本伊豆病院  健診センター                            

受審施設の概要  

東日本電信電話株式会社 NTT東日本伊豆病院予防医学科は静岡県函南町にあり、 2004年に人

間ドックを開始した。  

健診センターは 1970年に開設され、外来とは独立した形で各種健診を実施している。病院

の敷地内には人間ドック受診者が利用可能な健康増進施設もあり、病院外来ともあわせてよ

く連携がとられており、包括的な健康管理ができる仕組みが構築されている。  

年間の受診者数は、一日ドック約 2,800人、二日ドック約 12,100人、その他の健診を 1,800

人実施している。 2004年に初回の認定を受け、今回が３回目の更新審査である。  

 

第１領域  理念達成に向けた組織運営  

理念と基本方針は定められており、受診者の権利も明確で確実に周知されている。個人情

報保護方針が定められ、開示規定も明文化されており適切である。また就業規則等各種規程

なども定められ、必要に応じて改定もなされており適切である。  

中期経営計画・年度事業計画は部門として独自に作成され、全体に周知されている。  

職員数については適切である。専門資格の取得状況は良好で、規模や機能に見合った人材

が配置されており適切である。  

各部署間の連携体制は、健診業務に関する各会議や委員会に必ず予防医学科のスタッフが

数名含まれており、良好な連携体制が構築されている。  

教育体制は、全職員に対する年間教育計画があり、それに基づいて教育や研修が継続的に

行われている。後日の受講も可能で確実な教育体制が構築されている。  

医療安全管理体制は、病院と一体となった安全管理室が主体となり、医療安全管理指針が

作成されている。医療事故やインシデントの報告体制があり、感染管理も適切に行われてい

る。  

情報の管理体制についてはマニュアルが作成され、各種情報の管理や活用が適切になされ

ている。  

薬剤診療材料の管理体制は、発注検収や棚卸しが適切に行われている。委託業者の管理は

社内規程に準じて選定し日常評価も行われている。  

高齢者や障害者等、配慮が必要な方への対応は、全館バリアフリーをはじめ、病院スタッ

フとの良好な連携などにより適切な対応がなされている。  

外国人受診者については、受け入れに関する取り決めがなされている。  

 

第２領域  受診者中心の良質な健診の実践  

予約・受付業務はマニュアルに従い、組織的かつ合理的に業務が進行されている。また契

約に関する担当者は明確で、締結・更新がなされており良好である。  

 日本人間ドック学会が提示する基本検査項目を実施している。任意検査項目も定期的に見

直されている。  

現在の受診者数に対して十分なスペース・人員が確保されている。受診者の利便性と快適

な受診環境については、十分にプライバシー配慮された区分けや仕組みがあり、待合スペー

スは十分確保され、コーディネーターも配置されている。  

受診者が安心・安全に検査が受けられるように、ホームページ等の情報提供、各種担当者

の明確化、コンピューターシステム上で管理されているマニュアルや Q＆ Aの整備、検査前の



分かりやすい説明実施と同意書の取得、 BLS等の訓練も行われている。  

検体検査業務マニュアルは整備され、内部精度管理、外部精度管理サーベイに参加し、検

体検査の精度管理体制は確立している。  

日本人間ドック学会が策定している判定区分に準拠し、検査結果の判定基準は明確である。 

人間ドック健診専門医や、併設病院の専門医の協力も得て、二重読影・比較読影も実施さ

れ、画像などの読影・判定体制が確立している。毎月１回読影や判定について検討する会が

開催されていて、読影・判定に関与する医師も複数参加し、積極的な振り返りと検査の精度

向上を図っている点は評価できる。  

医療面接・診察の体制は適切な人数を確保し、コンピューターシステムを用いて確立され

ている。健診当日の結果説明は 94％に実施され、内容・時間も適切である。  

健診当日医師による結果説明の後、医師の指示箋に基づいて保健指導を実施している。教

育を受けた保健指導スタッフが行い、内容・保健指導の場所も適切である。記録はコンピュ

ーターシステム上で管理され、フォローアップや次回受診の際に役立てられている。なお、

指導の実施率は 30％であり、一日ドック・二日ドック共に受診者全員への実施に向けたさら

なる取り組みに期待する。  

 

第３領域  継続的な質改善の取り組み  

受診者からの意見・要望を把握するシステムは構築されているが、より多くの受診者の声

を収集出来るよう今後さらなる取り組みを期待したい  

フォローアップ体制については、要精密検査、要治療等の受診者に対し、結果送付時に返

信用のはがきを同封し把握する仕組みであるが、未受診（未回答者）への受診者に対する働

きかけは十分に行えていない。受診率向上に向け、更なる対応が望まれる。紹介医療機関や

かかりつけ医との連携体制は構築されている。  

日本人間ドック学会が実施する調査へ参加協力している。健診結果の分析を行い、日本人

間ドック学会にも発表を行っている。学会誌への投稿予定もある。  

受診者や地域に向けた情報提供は、積極的とは言えず、今後の積極的な取り組みに期待し

たい。  

業務改善に向けては、業務改善委員会が設置され検討が行われている他、個人の目標設定

を行い、管理者が評価を行うシステムがある。  

 

総括  

人間ドックの充実にむけて継続的な検討が続けられ、人間ドック健診施設としての方向性

についても、最新の情勢にあわせて常に見直しが行われている。機能評価受審を改善につな

げる仕組みができていることは高く評価したい。  

なお、前回指摘を受けた保健指導体制の構築については、保健師の採用を行う等改善が進

んできているものの実施率のさらなる向上を望む。また、フォローアップについては、受診

勧奨の推進も含めた体制の充実に期待したい。  

総合的見地から、人間ドック健診施設機能評価の認定（更新）に値すると判断する。  

 

審  査  日   2022 年  6 月  2 日  

認定承認日  2022 年  6  月  18 日  


